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ご連絡頂いた、個人情報は弊社商品の受付・運用・商品発送・アフターサービスのため利用致します。今後のご案内希望の方には、その目的でも使用致します。
今後のサービス向上のため｢個人情報の取扱に関する契約｣を締結した外部委託先へ、個人情報を委託する場合があります。個人情報に関するお問合せ先 policy@johokiko.co.jp
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　　 　 　　　　☆★さらに詳細な目次をHPに掲載中！ぜひご確認ください★☆

　  　　「情報機構　BC231004」と検索！　または　https://johokiko.co.jp/publishing/BC23100４.php
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抜粋目次【詳細な確定目次はHPをご確認ください】　

グリーン水素製造に向けた水電解および周辺技術

第１章　グリーン水素及び水電解技術の動向・事業性と研究開発・参入の視点
第１節　先鋭化する資源調達リスクと水素の役割
第２節　研究開発・事業参入の視点
第３節　グリーン水素製造の経済性分析とその手法
第４節　グリーン水素製造・活用に向けたビジネスモデルと事業性評価
第５節　海外における水電解技術・市場動向
第２章　各種電解方式の原理・特徴および関連技術と課題
第１節　アルカリ水電解　第２節　固体高分子型水電解
第３節　高温水蒸気電解　第４節　アニオン交換膜型水電解
第５節　その他方式および関連技術
 第１項　E-TAC 方式　 第２項　水素透過金属膜電極を用いた水電解
 第３項　海水の直接電解技術
第３章　水電解における各種理論・挙動・メカニズムとその制御
第１節　水電解反応の電気化学　第２節　水電解における電解質工学
第３節　再生可能エネルギーによる電力の変動挙動と水電解への影響
第４章　水電解の計測・評価技術
第１節　国内外における標準測定・評価法の策定動向
第２節　水電解における各種分析装置と取り扱い上の注意点
第３節　水電解反応の特性測定・評価法
第４節　電気化学インピーダンス分光法による反応状態・劣化診断
第５節　電極触媒およびセルの構造観察・解析法
　　　　～ PEMWE およびSOEC を中心として～
第５章　水電解における解析・シミュレーション技術
第１節　水電解槽内のイオン反応・物質輸送シミュレーション技術
第２節　二相流シミュレーション
第３節　自動実験技術を利用した水電解用材料のハイスループット探索
第４節　データ科学・計算化学による水電解用複合酸化物触媒の活性指標解析
第６章　材料・部材とプロセス技術
第１節　電極・電極触媒

○電力コスト・水電解コストとその経済性は？研究開発・事業参入の視点とは？

○各種装置・方式の特徴や課題を網羅！注目のE-TAC方式や海水の電解技術まで！

○水電解に関わる各種基礎理論や測定法・シミュレーション法なども網羅！　○電極・触媒をはじめ電解質等の部材技術やそのプロセス技術も詳説！

○再生可能エネルギー導入による水電解システムの設計・出力変動対策とは！？

○オンサイト利用や工場活用、自動車燃料応用、メタネーション等々、グリーン水素の活用展開をふまえた各種応用技術とその見通しについて！

（書籍申し込み要領）
◎右記記入の上、FAXでお申込を承ります。
◎お申込書を確認次第、書籍、請求書および
　振込要領をお送りいたします。
◎未発刊の書籍をお申込の場合、申込書を確認
　次第、受領書をお送りいたします。
　発刊時に弊社より書籍、請求書および振込
　要領をご送付いたします（送料は弊社負担）
◎お支払いは請求日翌月末日までに、銀行振込
　にてお願いいたします。原則として領収証の
　発行はいたしません。
◎振り込み手数料はご負担ください。
★ https://johokiko.co.jp/　
　の申込みフォームからも承ります！

【BC231004】グリーン水素製造に向けた水電解および周辺技術 

★水電解の装置・部材・計測技術や応用展開から市場動向まで！カーボンニュートラルに向けたキーテクノロジーを詳述！

 第１項　各種方式における電極触媒材料技術
　　　　 ～様々な電極触媒材料の特徴・性能・課題等～
 (1) アルカリ水電解
 (2) 固体高分子水電解　①貴金属系　②非貴金属系
 (3) 高温水蒸気電解
 第２項　電極特性・性能の制御・評価法
 (1) アルカリ水電解のための触媒・電極の評価プロトコルと活性化戦略
 (2) 固体高分子水電解 (3) 高温水蒸気電解
第２節　各種部材技術
 第１項　PEM 電解質膜
 第２項　固体酸化物型電解セル(SOEC) の電極/ 電解質界面微細構造制御
 第３項　アニオン伝導膜
 (1)　基礎物性・評価法
 (2)　AEM 水分解膜の最新状況とそれを取り巻く課題
第３節　プロセス技術
 第１項　電極・セルの作製工程とプロセス技術
 第２項　アルカリ水電解向け水素精製技術
第７章　再生可能エネルギーと組み合せたエネルギーシステムの構築
第１節　再生可能エネルギー源の導入に適した水電解システムの設計とEMS
第２節　再生可能エネルギーによる水電解システム設計とEMS
第３節　水電解技術による再生可能エネルギーの出力変動対策
第８章　水電解によるグリーン水素の応用技術・利用展開
第１節　オンサイト水電解水素製造・水素利用に求められる安全対策
第２節　グリーン水素による水素ステーションの要件・要素機器と
第３節　グリーン水素の自動車燃料応用と見通し
第４節　水電解装置と燃料電池を組合せた再生型燃料電池システム
第５節　グリーン水素を用いたボイラ技術
第６節　工場における水電解グリーン水素供給システムと活用展開
　　　　～ハイブリッド型ガス供給システムによる事例紹介～
第７節　SOEC メタネーション技術革新による e-methane 低コスト製造技術
第８節　水電解グリーン水素の特徴を活かした活用展開と可能性
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